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復興期における課題解決に向けて
（富岡町における具体事例の紹介）

福島県富岡町役場 復興推進課

長崎大学・富岡町復興推進拠点（原爆後障害医療研究所 原研国際）

果樹の除染効果への取り組みと環境放射能評価

2017年4月の避難指示解除後、富岡町内に帰町した夫婦。自宅の敷地
内に4本の柿の木があり、環境省による除染が行われたものの、2017年秋
に収穫した柿（干し柿）に含まれる放射性セシウムが高値（1,630Bq/kg）を
示した。

翌2018年、収穫前に環境省によるフォローアップ除染が行われ、柿の木
の下の土壌中の放射性セシウム及び空間線量率の低減化を確認した。
しかしながら、秋に収穫した柿（生・干し柿）のうち、特定の木
から収穫した柿から、一般食品の基準値（100Bq/kg）を超過
する放射性セシウムが検出された（生柿：735Bq/kg、干し柿：
2,759Bq/kg）。

【事例】 柿（果実）に含まれる放射性セシウム
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【出典】環境省除染情報サイト

除染特別地域（国直轄除染） 2013年6月～2017年1月

【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

2011年～2013年：除染前（避難指示解除前）

134+137Cs: 1000-3000kBq/m2

※レベルについては参考スライド参照

年間の空間線量率（推定）：20-50mSv/y
（1日屋内16時間（木造建屋）＋屋外8時間）

除染前 2011年4月

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測
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除染前 2011年5月

2011年～2013年：除染前（避難指示解除前）

【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測

除染前 2011年7月

2011年～2013年：除染前（避難指示解除前）

【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測
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除染前 2011年11月

⇒ 事故直後の2011年は、面的な環境放射能レベルはほぼ一定

2011年～2013年：除染前（避難指示解除前）

【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測

除染前 2012年6月

2011年～2013年：除染前（避難指示解除前）

【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測
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除染前 2012年12月

2011年～2013年：除染前（避難指示解除前）

⇒ 事故の翌年の2012年は、面的な環境放射能レベルは微減（自然減衰、気象等）

【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測

除染開始直後 2013年9月

2013年～2017年：除染後（避難指示解除前）

⇒ 除染を開始した2013年は、面的な環境放射能レベルの低減化が認められる

【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測
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【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

除染後 2014年11月

2013年～2017年：除染後（避難指示解除前）

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測

2013年～2017年：除染後（避難指示解除前）

【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

除染後 2015年11月

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測
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【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

2013年～2017年：除染後（避難指示解除前）

除染後 2016年11月

⇒ 除染後、面的な環境放射能レベルの急速な低減化が認められる

※準備宿泊：2016年9月17日～2017年3月31日

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測

【出典】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」

除染後 2017年11月

※解除：2017年4月1日

2013年～2017年：除染後（避難指示解除後）

事故後の環境放射能：除染の有無から見た定点観測
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【引用】原子力規制委員会 放射線モニタリング情報「放射線量等分布マップ拡大サイト」（地図のみ）

① 空間線量率（敷地内）：TCS-172B
屋内（玄関）：0.20 → 0.18 μSv/h
屋外（玄関）：0.33 → 0.32 μSv/h
建屋裏：0.62 → 0.51 μSv/h

② 土壌（敷地内）：HPGe
13,480 Bq/kg-dry→
12.9 Bq/kg-dry （134+137Cs）

土壌表面から受ける134+137Csによ
る追加被ばく線量
0.085μSv/h（0.74mSv/y） →
0.0003μSv/h（0.003mSv/y）

2017年10月→2018年10月

⇒ 外部被ばく線量の低減化傾向
は、生活空間の主要な地点に
おいて確認できる。

● 2017年秋収穫

干し柿（A・B・C混合）：1,630 Bq/kg

B

C

A

①住居

D

②庭

倉庫

段差（約1m）

居住空間

農地（畑）

柿（果実）

柿

柿

柿

柿

● 2018年秋収穫

生柿（A・C・Dそれぞれ）：N.D.
生柿（B）：735Bq/kg → 干し柿（B）：2,759Bq/kg
※見かけ上濃度が上がる

HPGe:134+137Cs

N.D.

N.D.

N.D.735
（2,759）

● 柿の木下
土壌：HPGe（134+137Cs） ⇒ 除染効果あり
空間線量率：TCS-172B ⇒ 除染効果あり

2018年2月（除染前）
→ A：3,370 Bq/kg（空間線量率1.23μSv/h（1m高））

B：34,563Bq/kg（1.60μSv/h）
C：593Bq/kg（0.90μSv/h）

2018年6月（除染後）
→ B：15.5Bq/kg（0-5cm、137Csのみ）（0.75μSv/h）

9,230Bq/kg（5cm>、134+137Cs）

しかしながら…

■ 生活空間における個別具体的な事象が散発

柿の木（B）

2018年6月

2019年2月

現在の環境放射能と新たな課題

環境動態：果実への蓄積メカニズムの解明

柿の木周辺の表土除去（放射性セシウム）により、環境放射能レベルの低減化は認めら
れるものの、果実中の放射性セシウムの低減効果は認められなかった。

※ 果実と土壌の間に存在する樹皮や枝に沈着している放射性セシウムの寄与が大きい。
また、土壌からの移行が少ない（福島県農業総合センター果樹研究所）。

したがって、果実への放射性セシウムの移行経路として、樹皮（あるいは枝（樹齢による
差異等））に蓄積している放射性セシウムが影響している可能性がある。また、幹や枝の伸
長方向（横方向）に依存して、放射性セシウムが付着している可能性がある。
⇒ 更なる低減化対策（案）：樹皮削り（表面）または高圧洗浄等（フォローアップ除染）

敷地境界の除染の徹底

福島第一原子力発電所事故関連の環境放射能分野の研究は、着実に成果が上がってい
るものの、一方で、今回のような個別具体的な課題が現実に存在する。科学的根拠を説明
しながら、関係者間で情報共有を図り、個別の問題に柔軟に対処（リスコミ）することが重要
ある。
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柿（水分80%）：100g 干し柿（水分25%）：45g

【参考】濃度の違いと摂取量の考え方

134+137Cs：30Bq/kg 134+137Cs：100Bq/kg

※また、事故に関係のない天然核種の40Kが含まれている（この例では80Bq/kg）。一般に40Kはすべての食物に含まれるものであり、ヒトは普段から40Kを取り込
み、体内に4,000Bq（体重60kgの男性）保持されている。化学的特徴が類似する放射性セシウム（134+137Cs）は、ごく一部40Kに代わって食物に取り込まれること
があるものの、代謝によって放射性セシウムは体外に排出（排泄）され、蓄積するわけではない。

摂取量：約3Bq
内部被ばく線量1：約0.01mSv

摂取量：約3Bq
内部被ばく線量2：約0.01mSv

※計算上、摂取量の差（1.5Bq程度）はあるものの、これは検出誤差の範囲（検出器・検出下限値の違い）に起因するものであり、実際は同等である。

（1秋冬の半年間 1日100g摂取した場合） （2秋冬の半年間 1日45gの摂取した場合）

※生試料と乾燥試料の差は水分量。そのため、濃縮された乾燥試料は生試料と同じ重量当たりで計算した場合の放射性セシウム量は高くなるが両者の絶対
量は変わらない（∵同じものの）ため、摂取量や被ばく線量は変わらない。

生 乾燥

※一般食品の放射性セシウムの基準値単位が100Bq/kgで表示されるため、相対的に高濃度となる干し柿の方が体内に取り込まれる放射性セシウム量が高
いようなイメージとなるが、そもそも生の柿と干し柿の摂取量は異なる（同量摂取するわけではない）ため、放射性セシウムの正味の摂取量・被ばく線量は大き
く変わらない。

◎ 流通用の加工自粛（食品衛生法上の基準値順守）と自家消費（個人の嗜好）とのギャップの解消
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